
Ⅰ 出会い・結婚支援 

 

 

事 業 名 ひろしま出会いサポートセンター設置運営等事業 財 源 県委託料（一部広告収入） 
    

実 績 額 18,165,714 円 区 分 公益事業 
    

実施内容 

１ ひろしま出会いサポートセンター設置・運営業務 
（１）会員への情報提供 
  ① 会員サービス    ② 啓発活動    ③ こいのわカフェ 
（２）企業を中心とした結婚・婚活がしやすい環境づくり 

２ ひろしま出会いサポーターズ構築業務 
（１）サポーターズの発掘・任命・登録 
（２）サポーターズ研修 

  

主な実績 

   

   

   

   

  

特記事項 

 

 

「こいのわカフェ」でおせっかい・お引合せ・マッチングカップルのフォローを行う「こ

いのわボランティア」を対象に研修会を開催 

１ 日 程 

  ①6/10（日）②8/25（土）③10/25（土） 

２ 内 容 

  講演会，グループワーク，ロールプレイ等 

 

１ 日 時：２月９日（土）12：00～14：30 

２ 会 場：La cocina de Cerezo（中区） 

３ 参加者：男性 15 人，女性 15 人，マッチング８組 
  

参 加 者 

の 声 

[会員アンケートより抜粋] 

〇先日初めて参加させていただいて、とても緊張していたのですが、サポートの方が、

優しくアドバイスをしてくれて楽しく会話をする事が出来ました。 

 [サポーターズ・ボランティア合同研修会アンケートより抜粋] 

〇地域のサポーターズの皆さんの活動の具体的事例をする事ができました。皆さんそれ

ぞれの工夫とアイデアは私達に役立つと思いました。 

〇IBJ の森さんのアドバイスが的確でよかった，質疑応答が楽しかった。 

１ 結婚に向けた情報提供等（公１‐第３） 

ひろサポ会員登録者 

こいのわカフェ参加者 こいのわカフェ開催 こいのわカフェマッチング 

延べ 307 組（△64） 

144 人（+33） 

出会いサポーターズ 

35 団体（+4） 

ひろサポ応援企業 

129 社（+2） 

ホームページアクセス 

ひろサポサービス協力店 

280 店舗（+18） 

フェイスブックフォロアー 

125 人（△549） 

ツイッターフォロアー 

159 人（+94） 

広島県畜産課とのコラボイベント（お肉の日）を開催 

ひろサポ会員成婚者 

こいのわボランティア研修会 



Ⅱ 妊娠・出産支援 

 

事 業 名 広島県こうのとり基金事業 財 源 広島県こうのとり基金 
    

実 績 額 5,109 円 区 分 公益事業 
    

実施内容 
１ 妊活セミナー、個別相談会、当事者交流会を開催 
２ 募金の実施 

  

主な実績 

 

  

参 加 者 

の 声 

[妊活セミナーアンケートより抜粋] 

〇不妊の原因から治療の内容まで，詳しく説明していただき，非常に分かりやすかっ

た。 

〇年齢と卵細胞数についての表がとても分かりやすかった。自分は顕微で授かることが

できたが，たくさんの知人が不妊で悩んでいるので，何か伝えられたらと思い参加し

た。このような機会を増やしていただけたら嬉しい。 

○体外受精の前の検査も重要だということが分かった。 

○写真や動画もあり，分かりやすかった。 

Ⅲ 子育ち・子育て支援 

 
 
 

事 業 名 イクちゃんネット運営事業 財 源 県委託料，自主財源 
    

実 績 額 6,642,751 円 区 分 公益事業 6,581,891 円,収益事業 60,860 円 
    

実施内容 

１ イクちゃんネットの運営（県委託） 

（１）イクちゃんネット保守業務施 

（２）掲載情報等の更新及び内容修正等の管理業務 

（３）ツイッター・フェイスブックによる情報発信 

２ バナー広告枠の販売（収益事業） 
  

主な実績 

   

   

 

特記事項 

 

 

イクちゃんネットのアクセスの８割がスマートフォンであるため，唯一スマホ化さ

れていなかった「子育て応援団」のページをスマホ対応ページに改修した。 

１ 妊娠・出産に関する普及啓発等（公１‐第３） 

第１ 子育ち・子育て支援に関する情報の収集及び提供並びに意識啓発 

妊活セミナー参加者 相談会相談件数 募金額 62,730

イクちゃんネットアクセス数 フェイスブックフォロアー 

809 人（+112 人） 

ツイッターフォロアー 

2,303 人（+188 人） 

バナー広告掲載 

４社（△２社）

インスタグラムフォロアー 

161 人（+161 人） 

イクちゃんネットをスマートフォン対応に改修 



 

 事業名 Ｋｉｄｓ☆めるまが運営事業 財 源 自主財源 
    

実 績 額 736,229 円 区 分 公益事業 722,812 円,収益事業 13,417 円 
    

概 要 子育て情報をタイムリーに配信する「Ｋｉｄｓ☆めるまが」を運営する。 
  

実施内容 

１ メルマガ会員への情報配信 

２ アンケート調査の配信 

３ 企業情報（広告）の配信（１回の広告料５万円） 
  

主な実績 

 

  

特記事業 

 

 

運用開始時の設定では，PC アドレスにはイクちゃん画像を送らないこととしてい

たが，スマートフォンの普及により，PC アドレスをスマートフォンで使用するユー

ザーが増えたため，PC アドレスにもイクちゃん画像を送れるように仕様を変更した。 

 

 

事 業 名 イクちゃん子育てガイド発行事業 財 源 自主財源 
    

実 績 額 5,415,220 円 区 分 公益事業 3,467,305 円,収益事業 1,947,915 円 
    

概 要 
育児不安の解消と，楽しい子育てに役立ててもらうことを目的として，子育てに役立

つ情報を盛り込んだガイドブックを作成し，母子手帳交付時等に配付する。 
  

実施内容 

１ イクちゃん子育てガイドの作成・配布 

（１）前年度版を最新情報に更新し，原稿を作成 

<掲載内容> 

① 出産したら ②産後のママの体 ③赤ちゃんの病気 ④子どもの事故予防 

⑤ パパの育児・家事の楽しみ ⑥ 子育て応援施設・制度 ⑦子育て相談機関 

⑧ 子育てサークル等の紹介  ⑨ 働くママ＆パパ応援制度  

⑩ 子ども連れにやさしい施設 など 

（２）冊子の作成と市町への配布を外部委託により実施 

 

２ 広告掲載（収益事業） 

  冊子の作成委託を行った業者に広告枠の販売も委託し，収益は公益事業及び法人 

事業の財源として使用 

  

主な実績 

 

 

 

 

 

 

メルマガ会員数 

34,948 人（+4,650）

配信回数 

488 回（+35）

広告配信回数 

1 回（+１）

PC アドレスへもイクちゃん画像を送付可能に 

子育てガイド発行部数 広告掲載企業 

５3社（+2） 

 



事 業 名 おうちでデキル親子スキルアップ・イクちゃん意識啓発事業 財 源 自主財源 
    

実 績 額 161,480 円 区 分 公益事業 150,270 円,収益事業 11,210 円 
    

実施内容 

１ 広島エフエム番組「ＤＡＹＳ！」内『papamama smile club』の放送 

<放送日> 毎月第１、３木曜日 15：00～15：15  

<出演者> 地域で活動している子育て支援者，イクちゃんサービス登録店舗， 

県歯科医師会，県子育て支援担当者 など 
 
２ 県内配布のフリーペーパー５誌に子育て応援情報を配信 

 誌名 発行時期 発行エリア  

 ママンペール 年４回（季刊） 県西部地域に約１０万部  

 クルール 年６回（偶数月） 県西部地域の保育所等に約４万部  

 ぬりえーる 年３回 県西部地域の保育所等に約４万部  

 びんまる 年 12 回 県東部地域の保育所等に約２万部  

 えんじーな 年 12 回 県内全域の幼稚園等に約４万部  

３ イクちゃんイラスト入り名刺の販売（収益事業） 

広島県の子ども元気いっぱいキャラクター「イクちゃん」をＰＲするため，イクち

ゃんのイラスト入り名刺を作成・販売し，「子どもと子育てをみんなで応援する地域づ

くり」について意識啓発を実施 

※収益は公益事業及び法人事業の財源として使用 

<販売価格> 1 件（100 枚当たり）1,300 円 
  

主な実績 

 

  

スマイルクラブ放送 

23 回（△1） 

フリーペーパー掲載 

33 回（△２） 

名刺販売件数 

38 件（△２）



 

事 業 名 寄附を活用した子育て応援事業 財 源 県委託料 
    

実 績 額 3,172,547 円 区 分 公益事業 
    

実施内容 

ふるさと納税とイオングループからの寄附金を活用したイベントや講演会 

１ 特別講演会 

 

テーマ 目からウロコの赤ちゃん学セミナー 

 
日 時 平成 30 年 11 月４日（日）13:30～15:30 

会 場 広島県医師会館ホール（広島市） 

講 師 日本赤ちゃん学会理事長 小西 行郎氏 

２ 地域講演会① 

 

テーマ 親子で楽しむ 紙芝居・絵本  

 
日 時 平成 30 年 11 月 23 日（祝）13：00～15：00  

会 場 ひと・まちプラザ（広島市）  

講 師 (株)童心社代表取締役会長 酒井京子氏  

３ 地域講演会② 

 

テーマ 親子で一緒に 絵本音楽ライブ  

 
日 時

会 場 

府中市 10/14（日）10：30～12：00 

安芸高田市 10/28（日）10：30～12：00 
 

出 演 T-break（ティーブレイク）他  

４ 地域講演会③ 

テ ー マ 親子で楽しむ♪ジャズコンサート  

日  時 平成 31 年３月 10 日（日）13：00～14：30  

会  場 庄原市民会館（庄原市）  

出 演 中川ひろたか with MGQ  
 

  

主な実績 

 

  

参 加 者 

の 声 

 [「目からウロコの赤ちゃん学セミナー」アンケートより抜粋] 

〇愛情論と科学論の見方の違いが分かり面白かったです。自ら動くことよりも反応して

あげることが大事ということに気付けてよかったです。 

〇子供のためだと思ってやっていたことが子供のためではなかった。もっと自然にこどもと接し

て良いものだとわかり涙が出ました。子供の働きかけを大事にしていきたいです。 

[「親子で楽しむ 紙芝居・絵本」アンケートより抜粋] 

〇講演だけでなく実際に子ども達のいる所で紙芝居の実演をして頂いたので、今後の活

動の参考になりました。紙芝居の魅力を改めて感じました。 

〇絵本と紙芝居の違いについて改めて学ぶことができ、勉強になりました。舞台がある

ことで生まれる世界の大切さについて知り、今後の保育現場に出た際に活かしていき

たいと感じました。 

[「親子で一緒に 絵本音楽ライブ」アンケートより抜粋] 

〇とても楽しいイベントでした。子供も手をたたいたり音楽に合わせて体をゆらしたり

笑顔で楽しんでくれていました。 

[「ジャズコンサート」アンケートより抜粋] 

〇子連れで OK なコンサートはなかなかないので大人もリラックスして楽しめたし、子

どもに生の演奏を聴かせてやれて良かった。 

〇ポロポロ涙があふれてきました。子どもに届く大人にも届く歌と演奏、ありがとうご

ざいました。 

第２ 子育ち・子育て支援に関する講座・研修の企画実施 

特別講演会 

参加者 161 名 

地域講演会① 

参加者 83 名 

地域講演会② 

参加者 195 名 

地域講演会③ 

参加者 827 名 



 

事 業 名 親育ち応援講座実施事業（BP） 財 源 自主財源 
    

実 績 額 481,108 円 区 分 公益事業 
    

実施内容 

 親子の絆づくりプログラム“赤ちゃんがきた！”（通称：ＢＰ） 

 内 容 0 歳の子どもを初めて育てている親のためのプログラム  
 目 的 親子の絆づくり，親どうしの仲間づくり，乳児期に必要な基礎知識の獲得  
 形 式 4 週連続 4回実施，財団の登録コーディネーターを派遣して実施  

 
  

主な実績 

 

 

 
  

参 加 者 

の 声 

[BP 参加者アンケートより抜粋] 

〇悩み等共有することができて心にゆとりができました。赤ちゃんと日中接する時間が

増え、接し方の内容もよくなったと思います。 

〇声かけをしながら抱っこをしてあげるということを聞き、その日以来できる時は、１

つ１つの行動に声かけするようになった。日頃、出られる所が少ないので、参加でき

て、他のお母さん方も同じ様に考え、悩みを持たれている事がわかり、私だけじゃな

かったのだと思うことができました。 

〇今しかない一瞬一瞬を大切に一緒に過ごしていこうと思いました。そのために母親と

して色々なことを学んで知っておくことも大切だと思いました。  

〇テキストが良かった。とても参考になったので今後役に立てたいです。 

 

事 業 名 親育ち応援講座実施事業（ひとり親家庭等支援事業） 財 源 県委託料 
    

実 績 額 319,360 円 区 分 公益事業 
    

実施内容 

 こども食堂と連携し，食堂の利用と各種体験の提供と相談支援 

 日 時 12/１（土）11：00～14：00 １/５（土）11：00～14：00 ２/２（土）11：00～14：00  

 会 場 こども食堂 子どものほっとスペース（三原市円一町）  

 内 容 

・ハーバリウムワークショップ 
・写真撮影会 
・お金の相談会 
・法律相談会 

・ハンドトリートメント 
・写真撮影会 
・お金の相談会 
・法律相談会 

・メイクアップ相談会 
・写真撮影会 
・お金の相談会 
・法律相談会 

 

 講 師 ・日本 FP 協会・広島弁護士会・臨床心理士 他  

 
  

主な実績 

 

 

  

参 加 者 

の 声 

[相談内容] 

〇今後の養育費について 

〇大学進学に係る費用について 

〇保険の見直しについて 

〇子どもの特性とその対応について 

BＰ実施団体 

４団体（△２） 

BP 参加親子数 

25 組（△18） 

 

講習会参加者 

37 名（+10） 715 名（+326） 

 



事 業 名 
親育ち応援講座実施事業 

（子育て家庭の防災・減災スキルアップセミナー） 
財源 県委託料 

    

実 績 額 1,454,730 円 区 分 公益事業 
    

実施内容 

子育て中の女性向け防災教室を開催する「トレーナー養成講座」を県内４か所

で開催 

１ 日時・会場 
①６/14（水）広島県庁農林庁舎 
②６/28（木）広島県福山庁舎 
③７/５（木）広島県三次庁舎 
④11/17（土）世羅町社会福祉協議会 

２ 講師 
・子育て・サークル応援グループ 

MaMa ぽっけ 坂本牧子氏 
・女子和活防災 吉田英美氏・横山 

ゆかり氏 
・みらい子育てねっと きゅうぴぃ  

佐藤恒子氏  

 
  

主な実績 

 

 

 
  

参 加 者 

の 声 

[トレーナー養成講座アンケートより抜粋] 

〇子育てしているお母さん達の応援ができるような内容でした。地域の絆を深めるため

交流の場で実践してみたいと思いました。 

〇大変わかりやすかったです。職場以外で家庭，地域でも活用できる万能な内容でし

た。 

〇「ひろしま J プログラム」について十分理解することができました。地元のサロンで

実践してみようと思います。話をしながら楽しく学べる防災教室だと思います。 

〇被災者の方の話を聞くことができ，より身近に災害を感じることができました。初対

面でも気持ち良く意見を交わすことができ，有意義な研修となりました。 

[トレーナーによる防災教室参加者の声] 

〇子供の事を考えたら，今の状態で災害が起こってしまうと，親として何もできないと

思いました。今日を機会に食料等必要なものがたくさんあるので，一通り揃えておき

たいと思いました。また，避難場所や家族との連絡方法も確認しておきたいです。 

〇Jカードがわかりやすかった。グループで話をすることで視点が違っていろいろな想

定で考えることができた。       

〇カードの内容が結構ショッキングで、災害ってこういうことなのだとあらためて考え

させられた。体験談がより防災について身近に感じさせた。 

 

研修参加者（トレーナー養成実績） 

99 名（+3） 

トレーナーによる防災教室 

 

（事業主体）広島県 

（受託者）ひろしまこども夢財団 

養成講座の開催 

広島市 福山市 三次市 世羅町 

 

地域子育て支援センタースタッフ 

育児サークル主催者   など 

〇〇〇〇  〇〇〇〇  〇〇〇〇 
〇〇〇〇   〇〇〇   〇〇〇〇 
 〇           〇〇 子育て中の女性 

委託 

参加 

トレーナーとしてプログラムを実施 

 



事 業 名 子育て支援スタッフ・リーダー研修事業 財 源 自主財源 
    

実 績 額 1,143,230 円 区 分 公益事業 
    

実施内容 

１ 子育て支援スタッフ研修  

 開催日 会場 講師 テーマ  

 
９/６

（土） 

福山市ものづく

り交流館 

NPO 法人わははネット 

理事長 中橋 恵美子氏 

地域資源の取り込みと活

かし方 
 

 
10/６ 

（土） 

広島県健康福祉 

センター 

NPO 法人芸術と遊び創造

協会理事長 多田千尋氏 

親子の間の「あそび」のも

つ意味について 
 

 
11/17 

（土） 

広島県健康福祉 

センター 
NHK 記者  内田 明香 産後クライシス  

２ 子育て支援リーダー研修 

 
区 分 基礎講座 スキルアップ講座 

 
開催日 ６月９～10 日（２日間） １月 19～20 日（２日間） 

 会 場 広島県健康福祉センター  
 講 師 ＮＰＯ法人日本ファシリテーション協会 フェロー 鈴木まり子 氏  
 

  

主な実績 

 

  

参 加 者 

の 声 

[スタッフ研修アンケートより抜粋] 

〇今までに参加した研修会とは大きく異なり、とても有意義な時間を過ごすことができ

ました。講師の方の話、ひとつひとつがとても勉強になり、今必要なこと、困ってい

ることにストレートに響きました。また中橋さんのお話を伺える機会をつくってくだ

さい。これからもつながっていきたいと思いました。 

〇遊びの大切さ、深さを感じることができました。「木育は大切」と以前からいわれて

いましたが、改めて子育てに必要なものだと感じました。日本の子には、日本の木を

使ったおもちゃで育ってほしいと思いました。 

〇社会全体の視点（経済的視点）も交えて、産後の家庭の問題を考えていくことに新鮮

さも感じながら、受講することが出来ました。目からウロコの様な気づきも得ること

ができ、充実した思いです。 

〇たくさんのデータを基に話していただいた。産後の母親の気持ちを理解していく方法

を示していただき、わかりやすかったです。思いを言葉にすることの大切さも再度知

りました。子育て中の母親、保護者に寄り添えるよう、話を聞き、共感しながら、気

持ちを伝え合える手助けができたらと感じました。 

[リーダー研修（基礎）アンケートより抜粋] 

〇座り方を実際にいろいろと変えてみて、こんなに気持ちが違うのだということに気が

付くことができました。 

〇グラフィックを使って収束に導く。書いて「見える化」することや、参加者の意見、

決まり事が共有できて効果的だと思いました。 

[リーダー研修（スキルアップ）アンケートより抜粋] 

〇わかっていないこと、できていないこと、これらすべて洗い出され整理されていく研

修は、本当に満足感が高いです。 

〇ファシリテーターとしてすべてのスキルが必要だと身に染みました。まだまだ知らな

ければならないこと、気づかないといけないことがわかりました。体験・経験を活か

しながら頑張りたいと思いました。 

 

 

  

スタッフ研修参加者 

81 名（△44） 

リーダー研修（基礎） 

参加者 16 名（△6） 

43 名（△16） 

参加者 17 名（△7） 

43 名（△16） 



 
事 業 名 子育て環境改善事業 財 源 県委託料（一部自主財源） 

    

実 績 額 19,906,560 円 区 分 公益事業 
    

実 施 内 容 

 
１ 子育て応援イクちゃんサービス企業開拓・資質向上 
 （１）参加企業の開拓 （２）利用対象者の拡大 （３）広報活動  
 
２ 子育て家庭への周知 
 （１）子育て応援のＰＲを実施 （２）子育て世帯へのアンケート実施 
 
３ 地域における子育て支援活動の推進 
 （１）コーディネーターによる地域活動支援 （２）支援の取組事例の紹介 

  

主 な 実 績 

 

  

特 記 事 項 

 

 

 

 平成 30 年７月豪雨災害により，家屋の復旧作業を行う際の子供の預け先や，子供が安心

して遊べる場所の不足，保育施設の被災等による保育サービスの低下などの課題がある一

方で，地域住民や企業・団体等が臨時的な保育や子育て支援を行うなど，様々な取組が 

生まれた。こうした状況を踏まえて，被災地域での子供や子育て家族を対象とした取組や

ボランティアとして子育て支援に関わりたい人をつなげるための仕組みを作った。 

 

  

 

 子育て当事者とイクちゃんサービス参加店による意見交換会を開催し、コーディネータ

ーがファシリテーションを行うことで、地域の子育ての課題を抽出 

 

１ 日 時 6/15（金）13 時～15 時  

２ 会 場 福山市ものづくり交流館 

  

参 加 者 

の 声 

[イクちゃん応援プロジェクト活動報告より抜粋] 

〇最初は泣いていたり暴れていたりした子供が手伝い始め、小さな子の面倒をみるように

なりました。他地域での活動でもブースを担当して、切り盛りする姿もみられ成長を感

じました。 

〇活動を通じて、歌を歌うことで、日頃胸にしまっている気持ちをうまく発散してもらえ

た印象でした。時に笑い、涙を流しながら胸に秘めている思いを少しずつ語られる方も

いらっしゃいました。 

 [イクちゃんサービス意見交換会アンケートより抜粋] 

〇パパ，ママの普段の気持ちが聞けたことが良かったです。企業側として，もっと子育て

に対して協力的にならないといけないと思いました。 

〇もっとママさんや子どもさんに声かけをしていこうと思いました。店舗の中で子育てし

ている方へ出来ることを考える時間になり，見直しもしていきたいです。 

〇同じ子育てをされている方々と共感出来る所が沢山あり，これからも子育てを頑張ろう

という気持ちになれました。 

第３ 子育てを支援する活動の実施 

イクプロ補助金助成団体 

30 団体（新規） 

ベビールーム設置回数 

17 回（△４） 

イクちゃん着ぐるみ貸出 

36 件（△２） 

朝ごはん応募者 

1,334 名（△190） 

コーディネーター派遣 

20 回（△6） 

支援のカタチ掲載団体 

99 団体（±0） 

イクちゃんこども応援プロジェクト 

イクちゃんサービス意見交換会の実施 

イクちゃんサービス参加店 子育てイベントブース 

７回（△１） 



事 業 名 こども食堂支援事業 財 源 自主財源 
    

実 績 額 1,859,864 円 区 分 公益事業 
    

実 施 内 容 

 
１ 普及啓発事業 

「広がれ！こども食堂の輪 全国ツアーin 広島」を県内３か所で開催 

 

日 時 1/27（日）13：00～16：00 ２/３（日）13：00～16：00 ２/16（日）13：00～16：00 

 
会 場 呉市広市民センターホール 廿日市市総合健康福祉センター 東広島市市民文化センター 

講 師 
社会活動家/法政大学教授 湯浅 誠 
西成ﾁｬｲﾙﾄﾞ･ｹｱ･ｾﾝﾀｰ代表理事 川辺 康子 氏 

２ 情報発信事業 
３ こども食堂支援事業補助金 
４ 「広がれ、こども食堂の輪！推進委員会」 
 こども食堂の運営者や支援団体の会議を開催し、ネットワークづくりを支援 

  

主 な 実 績 

 

 
                            

特 記 事 項 

 

 

 

 こども食堂の実態に詳しい湯浅誠さんと西日本のこども食堂 

の草分け「にしなり☆こども食堂」の川辺康子さんをお招きし、 

全国に「広がり」「進化する」こども食堂についてお話をして 

いただいた。 

 全３会場で基調講演と事例発表に加え「こども食堂の作り方」 

をテーマとするシンポジウムと希望者によるワークショップを 

開催した。 

 

 

  

こども食堂を支援したいという方からいただいた 500 万円の寄附金を原資に，こども食

堂の立ち上げ及び運営に係る経費を補助 

・上限額 15 万円【新規】，10 万円【継続】 

  

参 加 者 

の 声 

[全国ツアーアンケートより抜粋] 

〇インターネットやテレビで色々な情報をみるが、こども食堂のイメージが湧かなかっ

た。今回，生の声を聞くことができて、具体的なイメージができた。 

〇運営されている人，関わっている人の思いが聞けたことが良かった。 

〇「こども食堂＝貧困支援の活動」だと思っていたのですが、もっと幅広いものだという

ことがわかった。苦労や努力を積み重ねて，自分の事だけでなく他人の事も考える活動

もできることはすごいと思った。 

〇ニュース等で話題になっているが、詳しく内容を聞いたことがなかったので、参加をさ

せていただいた。実際の話が聞けて良かった。 

〇人がつながる場としてこども食堂があり、色々な人の力で運営されていることがわかっ

た。 

〇湯浅さんの講演で，全国におけるこども食堂の動き等を知ることができた。 

〇こども食堂の意義・実際の様子などがよくわかり、今後こども食堂に関わる際に役に立

つ内容であった。 

〇基調講演が分かりやすく、こども食堂を運営してみようというエネルギーに繋がった。

聞きたいことのポイントが押さえられていて、本当にいい内容でした。 

 

全国ツアー参加者 

568 名（+72） 

補助金交付団体 

12 団体（+7） 

県内の子供食堂 

こども食堂の輪！全国ツアーin 広島を開催 

 

こども食堂支援事業補助金 



事 業 名 企業協働児童養護施設寄附等事業 財 源 自主財源 
    

実 績 額 3,657,604 円 区 分 公益事業 
  

実 施 内 容 

１ 寄附金受贈式 

 回 次 第 22 期 第 23 期  

 日 時 ７月５日（木）14 時～15 時 12 月 20 日（木）14 時～15 時  

 会 場 県庁本館１階１０２会議室 県庁本館１階１０２会議室  

  寄附金額 2,076,000 円 2,826,000 円  

２ 施設における寄附金の活用状況 

お 

 

児 童 養 護 

施 設 

クラブ活動や施設内外でのレクリエーション費,夏休み, 正月な

どの長期間の休暇に帰省できない子どもたちのための外出費など 

例．そうめん流しの機材購入，海水浴に係る費用など 

 

 

所 
乳  児  院 

施設内の設備の補充, 備品や子どもたちの衣類の購入，所属する

子どもたちのさまざまな体験活動など 

活用例：ユニットテーブルの購入，遠足の費用など  

 

 

 

 

  

主 な 実 績 

 

  

特 記 事 項 

  

 

広島県庁において寄附金受贈式を開催しました。 

  

 
 
 
  寄附金額がこれまで最高の平成 29 年度（第 20・21 期）を上回り過去最高額となった。 

第 22・23 期寄附金額 １施設あたり分配額 

260 千円（+95） 

寄附金受贈式を開催 

 
年間の寄附金額が過去最高を更新 
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718 
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4,902 （千円） 



 

事 業 名 広島県こども夢基金活動助成事業 財 源 広島県こども夢基金 
    

実 績 額 1,178,440 円 区 分 公益事業 
    

実施内容 

 

 

団 体 名 学校名 地域 活動内容 

 

子 供 遊 び 広 場 福 山 大 学 福 山 市 簡単なリトミックやアスレチック 

比 治 山 大 学 

神 楽 部 
比治山大学 広 島 市 

神楽舞台裏動画の上映，クイズ，舞

見学等 

ひ じ や ま 

ヘ ル ド レ ン 
比治山大学 広 島 市 

しゃぼん玉遊び，野菜を主役にし

たヒーローもののパネルシアター 

ス マ こ ね 
文 教 女 子 

大 学 
広 島 市 

クイズ大会やスタンプラリー，餅

つきや昔遊びのイベントを開催 

安地区まちづくり 

プ ロ ジ ェ ク ト 

「おとなりさん」 

安田女子大学 

修 道 大 学 
広 島 市 

学生が世話役をするミニスポーツ

大会や動物とのふれあい等 

福 山 ひ な た 教 室 福 山 大 学 福 山 市 

主にコミュニケーションや対人関

係に困難さを持つ児童や生徒を対

象に大学見学（ウォークラリー） 

地域盛り上げ隊たの

し た 学 生 部 
広 島 大 学 東広島市 

季節にちなんだ手作りゲームや料

理作り 

芸 北 り ん ご 

サ ー ク ル 

加 計 高 校 

芸 北 分 校 
北広島町 りんごの摘果、袋掛け、収穫、加工 

芸 北 野 菜 

サ ー ク ル 

加 計 高 校 

芸 北 分 校 
北広島町 

野菜園の土づくり、施肥、うね立

て、定植、収穫 

このまちにくらした

い プ ロ ジ ェ ク ト 

広島市立古

田 中 学 校 
広 島 市 

子どもたちが思い切り外遊びでき

る遊び場づくり 

広工大 AKG いいとも隊 広島工業大学 広 島 市 
川遊び，竹水鉄砲，里山遊び，秘密

基地ごっこ，飛び出す絵本作り 

森のたんけんたい 
女学院大学 

広島文教大学 
広 島 市 

絵本読み聞かせ，手遊び，歌，森の

散策コーナー遊び，工作遊び 

芸 分 こ ど も 

サ ー ク ル 

加 計 高 校 

芸 北 分 校 
北広島町 絵本読み聞かせ，おままごと 

芸 分 茶 道 

サ ー ク ル 

加 計 高 校 

芸 北 分 校 
北広島町 茶道の体験 

 
  

主な実績 

 

  

参 加 者 

の 声 

[学生アンケートから抜粋] 

〇誰のために，何をするかを明確にすることが大切だと思います。私たちは「みんなが

幸せに使える講演づくり」を目指して取り組みました。 

〇今まで予算が制約でできなかった活動ができるようになった。訪れた方も楽しんで，

感動して帰り，私たちも学ぶことがあった。 

 

第４ 広島県こども夢基金活動助成 

助成団体 

14 団体（+５） 

高校生への助成 

4 団体（+2） 

活動への参加者 

758 名（△261） 


